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質感の画像再現に関する研究
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―― どのような研究内容か？

画像技術の発展によって、実物の色とディスプレイなどの
デバイスに表示された画像の色が大きく異なるという経験は
少なくなり、よりリアルで高精細なデジタル画像が日常生活
に浸透しつつあります。映像・画像を扱う学問分野では、こ
れらのデバイスの発展によって、実物体が持つあらゆる視覚
情報を画像再現によって伝達することが可能になると考えら
れてきました。しかしながら、私たちの先行研究（Vision 
Research, 2015）により、近年のイメージング技術を以てし
ても、物体が持つ質感（光沢感や透明感、粒状感など）を余
すことなく画像で再現することが困難であることが明らかに
なってきました。

では、実物と同等の質感を感じる画像を再現することは不
可能なのでしょうか？私たちはこの重要な課題を解決するた
めに、どのような画像再現を行えば、実物が有する豊かな質
感をそのまま伝えることができるのかを研究しています。

―― 何の役に立つ研究なのか？

私たちの日常生活には、多種多様な質感を有する物体が溢
れています。それらの物体が有する色や質感は、高級感や魅
力などの物の価値や印象に直結しており、消費者の購買意欲
を掻き立てる商品開発や量産過程における品質管理などのモ
ノづくりの現場では、極めて重要な指標です。例えば、イン
ターネットで購入した商品が手元に届いた際に、画像で見た
印象と異なっていたという経験はありませんか？これは、画
像における質感情報が上手にマネジメント（管理）できてい
ないために、実物と異なる印象を与えてしまうのです。私た

ちの研究は、画像にかかわる様々な産業界で活用されること
はもちろんのこと、より上質な画像の伝達を可能にすること
によって、将来のみなさんの生活をより豊かにするために役
立ちます。

―― 今後の計画は？

現在は、実物とディスプレイ上に表示された画像間におけ
る質感再現の確立に向けて取り組んでいますが、より日常に
役立つ技術としてみなさんの生活を支えるために、プロジェ
クタやプリンタなどの様々な特性を有する画像表示デバイス
上で等しい質感を知覚できるための画像再現手法を構築し、
色のみならず知覚的な質感をも管理することのできる「質感
マネジメントシステム」の実現を目指しています（図１）。

図１：質感マネジメントシステムの概念図
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―― 関連ウェブサイトへのリンクURL

▶http://dippix.tp.chiba-u.jp/staff_mt.html

――  成果を客観的に示す論文や新聞等での掲
載の紹介

1. Vision Research, 2015.
2. Color Research and Application, Issue 4, 2017.
3. Color Research and Application, Issue 6, 2017.
4.  Journal of Imaging Science and Technology, No.4, 

2017.
5.  Journal of Imaging Science and Technology, No.6, 

2017.

―― この研究の「強み」は？

質感の画像再現手法の構築（図２）において、私たちが発
見した人間が物体の質感を見るときの視知覚特性を考慮してい
る点が強みです。また、本研究を含む質感に関する研究 （質感
の生成・計測・再現・知覚・評価・管理）は、工学や心理学、
脳科学などの様々な分野を横断した幅広い研究領域において、
学際的に理解を深める学術的な特色を持っています。さらに、
産業界でのイメージング技術の発展を工学的に推進するだけ
でなく、質感認知にかかわるメカニズムの解明に通じる人間科
学を探求する側面もある創造性豊かな研究課題です。

図２：私たちの方法によって、質感を保持した画像再現結果（右）


